
明智光秀ゆかりの地 山県市

令和４年６月３日

報道関係者各位 山県市

山県市立高富中学校（校長 日置 智夫）３年生は、浸水体感ＶＲ(仮想現実）や、大雨

にソナエルピクトを活用した防災講座に参加します。

近年では全国各地で頻発する大規模な水害により多くの命が失われ、中でも高齢者の被

害が多くなっています。さらに今後も、気候変動による温暖化の影響で、甚大な水害が毎年

のように発生することが予想されます。

山県市の高富地域は、４６年前の９．１２豪雨で大きな被害を受けており、治水整備は進

んだものの、またいつ水害に見舞われるか分かりません。

そこで、この地域に住む中学生が、浸水体感ＶＲ(仮想現実）による浸水疑似体験や、東

京オリンピックで話題となったピクトグラムをヒントに制作された大雨にソナエルピクト

を活用して、大切な命を守るため、災害に対する早期避難や事前の備えを学びます。

浸水体感ＶＲと大雨にソナエルピクトを活用

大雨から大切な命を守る防災講座

６月８日（水）１０時２５分～ 高富中学校体育館

名 称 大雨から大切な命を守る防災講座

場 所 山県市立高富中学校 体育館

日 時 ６月８日（水） １０時２５分～１１時１５分

主な参加者

高富中学校 ３年生 １２０人

講師 （一社）中部地域づくり協会

地域づくり技術研究所長 犬飼 一博

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ】

山県市立高富中学校 教頭 奥田 宣子

Tel：0581-22-1063 Fax：0581-22-3153
e-mail：takatomicyu@yamagata-gifu.ed.jp


